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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 795 95.8 △24 － △13 － △15 －

22年３月期第１四半期 406 △59.5 △115 － △91 － △84 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △0. 81 －

22年３月期第１四半期 △4. 45 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 4,045 1,983 49.0 104. 49

22年３月期 4,050 2,076 51.3 109. 39

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 1,983百万円 22年３月期 2,076百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － 0. 00 － 0. 00 0. 00

23年３月期 －

23年３月期(予想) 0. 00 － 0. 00 0. 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,465 70.6 △30 － △25 － △30 － △1. 58

通期 3,220 54.8 10 － 20 － 10 － 0. 53



 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 19,110,000株 22年３月期 19,110,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 131,071株 22年３月期 129,721株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 18,979,579株 22年３月期１Ｑ 18,987,788株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア諸国を中心とする新興国の成長や政府の景

気刺激策等により、緩やかな回復基調に転じておりますが、欧州における金融不安の懸念、為替の円高

基調、雇用や所得環境は低迷を続けるなど、依然として厳しい状況が続いております。 

 鋳造業界におきましても生産量の緩やかな回復はあるものの本格的な回復には、しばらく時間がかか

ると思われます。 

 このような経営環境の中で、当社グループの平成23年３月期 第１四半期の連結業績は、売上高は、

鋳物事業におきましては電機部品を除く全ての部品が増加しました結果、795百万円（前年同期比

95.8％増）となりました。利益面につきましては、積極的な営業活動の展開、徹底した製造諸経費の削

減等収益改善に努めましたが、操業度はアップしましたもののまだ固定費の吸収に至らず、営業損失24

百万円（前年同期115百万円）、経常損失13百万円（前年同期91百万円）、四半期純損失15百万円（前

年同期84百万円）となりました。 

  

  

  

当第１四半期末における総資産は、4,045百万円（前期末比5百万円の減少）となりました。 

 流動資産は、現金預金の減少7百万円、受取手形及び売掛金の増加130百万円、棚卸資産の増加32百万

円等により、1,229百万円となりました。 

 固定資産は、有形固定資産の減少24百万円、投資有価証券の減少128百万円等により、2,815百万円と

なりました。 

 流動負債は、支払手形及び買掛金の増加138百万円等により、850百万円となりました。 

 固定負債は、長期借入金の減少27百万円、繰延税金負債の減少51百万円等により1,211百万円となり

ました。 

 純資産の残高は、1,983百万円（前期末比93百万円の減少）となりました。 

  

  

  

連結業績予想につきましては、平成22年５月13日に発表しました数値に変更はありません。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しましては、実地たな卸を省略し、前連結会計

年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。  

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。  

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  

  

資産除去債務に関する会計基準の適用  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日)を適用しております。 

 これにより、税金等調整前四半期純損失は、10,110千円増加しております。また、当会計基準等の適

用開始による資産除去債務の変動額は、10,110千円であります。 

  

当社グループは、連続して営業損失を計上しており、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に

重要な疑義を生じさせるような事象又は状況その他会社の経営に重要な影響を及ぼす事象が存在してお

ります。しかしながら、営業体制の抜本的見直し及び製造経費の徹底的削減に取り組むことにより、固

定費が大幅に削減され、損益分岐点売上も大幅に低下いたしました。その結果、継続企業の前提に関す

る重要な不確実性は認められないと判断しております。なお、当第１四半期連結会計期間においての売

上高・営業損失の状況から着実に経営体質の改善がみられるものの、今後の社内外の動向によっては当

社グループの財政状態及び経営成績に影響を与えると思われます。  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

②たな卸資産の評価方法 

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要

中日本鋳工㈱　（６４３９）　平成２３年３月期　第１四半期決算短信

－　3　－



3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 387,881 395,681

受取手形及び売掛金 627,613 497,455

商品及び製品 45,614 37,870

仕掛品 133,948 114,547

原材料及び貯蔵品 25,576 20,218

その他 9,556 16,433

貸倒引当金 △200 △200

流動資産合計 1,229,990 1,082,007

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 896,455 905,429

機械装置及び運搬具（純額） 641,141 677,181

工具、器具及び備品（純額） 39,180 38,680

土地 507,104 507,104

建設仮勘定 29,450 9,517

有形固定資産合計 2,113,332 2,137,913

投資その他の資産

投資有価証券 661,421 789,936

その他 40,542 40,668

投資その他の資産合計 701,963 830,604

固定資産合計 2,815,296 2,968,518

資産合計 4,045,286 4,050,525
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 533,314 395,072

1年内返済予定の長期借入金 145,970 145,970

未払金 92,172 86,390

未払費用 53,295 44,306

未払法人税等 2,413 5,611

その他 23,720 16,030

流動負債合計 850,886 693,382

固定負債

長期借入金 803,603 830,801

繰延税金負債 28,646 80,291

退職給付引当金 96,134 98,638

役員退職慰労引当金 56,151 54,429

長期未払金 207,071 207,071

その他 19,765 9,654

固定負債合計 1,211,372 1,280,887

負債合計 2,062,259 1,974,270

純資産の部

株主資本

資本金 1,437,050 1,437,050

資本剰余金 965,788 965,788

利益剰余金 △452,676 △437,285

自己株式 △10,284 △10,237

株主資本合計 1,939,877 1,955,315

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 43,149 120,939

評価・換算差額等合計 43,149 120,939

純資産合計 1,983,027 2,076,255

負債純資産合計 4,045,286 4,050,525
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 406,129 795,039

売上原価 442,977 723,318

売上総利益又は売上総損失（△） △36,848 71,721

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 20,410 37,091

給料及び手当 17,809 18,251

その他 40,890 40,592

販売費及び一般管理費合計 79,109 95,935

営業損失（△） △115,957 △24,214

営業外収益

受取利息 28 95

受取配当金 7,187 7,581

固定資産賃貸料 10,775 10,743

助成金収入 14,245 1,458

その他 96 1,353

営業外収益合計 32,333 21,232

営業外費用

支払利息 5,411 6,013

固定資産賃貸費用 1,719 1,740

その他 1,035 2,611

営業外費用合計 8,166 10,365

経常損失（△） △91,790 △13,347

特別利益

投資有価証券売却益 8,059 7,219

受取保険金 － 1,634

特別利益合計 8,059 8,854

特別損失

固定資産処分損 － 61

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,110

特別損失合計 － 10,171

税金等調整前四半期純損失（△） △83,730 △14,664

法人税、住民税及び事業税 720 726

法人税等合計 720 726

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △15,390

少数株主利益 － －

四半期純損失（△） △84,450 △15,390
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該当事項はありません。 

  

  

【事業の種類別セグメント情報】   

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

  

全セグメントの売上高の合計、営業損失の金額の合計額に占める鋳物事業の割合が90％を超え

るため、記載を省略しております。 

  

【所在地別セグメント情報】  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

  

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店はないため該当事項はありませ

ん。 

  

【海外売上高】  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

  

海外売上高がないため該当事項はありません。  

  

【セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

  

当社グループは、鋳物事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準

第17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

  

  

該当事項はありません。 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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